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謹
啓

盛
夏
の
候　

皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

あ
げ
ま
す

平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す

さ
て　

当
協
会
は
本
年
三
月　

内
閣
総
理
大
臣
よ
り
公
益
社
団
法
人

の
認
定
を
受
け　

四
月
一
日
に
移
行
登
記
を
完
了
い
た
し
ま
し
た

向
後
は　

公
益
法
人
制
度
改
革
の
理
念
に
基
づ
き　

役
職
員
一
同

諸
事
業
の
実
施
を
通
し
て
演
劇
の
普
及
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
一
層
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

ま
ず
は
略
儀
な
が
ら
書
中
を
も
っ
て
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す　

謹　

白

平
成
二
十
五
年 

七
月 

吉
日

公
益
社
団
法
人　

日
本
演
劇
興
行
協
会

会　

長　
　

大　

谷　

信　

義
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総
会
議
題

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
四
年
度
計
算
書
類
承
認
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

理
事
選
任
に
つ
い
て

　

各
号
議
案
は
全
員
異
議
な
く
承
認
可
決
し
た
。

公
益
社
団
法
人
日
本
演
劇
興
行
協
会
の
理
事
会

を
、
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
一
日（
金
）、
東

京
銀
座
、
日
本
演
劇
興
業
協
会
事
務
所
で
開
催

し
た
。

理
事
会
議
題

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
書
承
認
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
四
年
度
決
算
承
認
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

常
務
理
事
選
任
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

賛
助
会
員
入
退
会
承
認
に
つ
い
て

　

各
号
議
案
は
、
事
務
局
よ
り
説
明
を
加
え
、
全
員
異
議
な

く
承
認
可
決
し
た
。

　

な
お
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
は
、

平
成
二
十
五
年
三
月
四
日（
月
）の
総
会
、
理
事
会
で
審
議
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

【
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
】

　

平
成
二
十
四
年
度
は
定
款
四
条
に
定
め
ら
れ
た
事
業
を
下

記
の
通
り
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
協
会
が
実
施
し
て
い
る
助
成
事
業（
演
劇
の
関
係
者
へ

の
助
成
金
交
付
、
海
外
研
修
者
に
対
す
る
助
成
、
脚
本
家
養

成
に
対
す
る
助
成
）、
普
及
事
業（
半
額
観
劇
会
）及
び
調
査

事
業
等
の
公
的
事
業
活
動
は
充
実
し
、
演
劇
の
振
興
と
普
及

を
図
る
と
い
う
事
業
目
的
は
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

Ⅰ
助
成
事
業

（
１
）演
劇
関
係
者
へ
の
助
成
金
交
付

　

演
劇
興
行
お
よ
び
演
劇
製
作
に
寄
与
し
た
団
体
ま
た
は
個

人
の
功
績
を
た
た
え
、
表
彰
す
る
助
成
金
交
付
は
、
委
員
会

の
答
申
を
受
け
、
常
務
理
事
会
に
お
け
る
審
議
の
結
果
、
本

年
度
は
下
記
の
三
氏
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
平
成

二
十
五
年
三
月
四
日（
月
）午
後
二
時
か
ら
、
東
京
會
舘
に
理

事
、
監
事
、
委
員
出
席
の
も
と
、
大
谷
会
長
か
ら
各
表
彰
者

に
助
成
金
と
賞
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

（
受
賞
者
と
授
賞
理
由
）

①
金
子　

龍
子　

殿

　

昭
和
三
十
二
年
の
芸
術
座
柿
落
し
公
演「
暖
簾
」よ
り
、「
が

め
つ
い
奴
」「
香
華
」「
放
浪
記
」を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
作

品
の
衣
裳
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
時
代
物
の
衣
裳
を
調

査
・
研
究
し
、
得
意
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
次
代
を
担
わ
せ

る
べ
く
、
明
治
か
ら
昭
和
へ
の
作
品
を
担
当
す
る
機
会
の
少

な
い
若
手
た
ち
に
、
惜
し
み
な
く
知
識
・
技
術
を
伝
え
る
こ

と
を
心
が
け
な
が
ら
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
功
績
を
た

た
え
、
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

②
池
田　

智
哉　

殿

　

照
明
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
古
典
歌
舞
伎
に
お
け
る
伝
統

の
継
承
か
ら
新
作
歌
舞
伎
に
お
け
る
照
明
プ
ラ
ン
ま
で
、
舞

台
の
魅
力
を
最
大
限
引
き
出
す
や
わ
ら
か
な
灯
り
の
創
作
は

高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
歌
舞
伎
照
明
の
分
野
に

お
け
る
功
績
を
た
た
え
、
今
後
の
一
層
の
活
躍
を
願
っ
て
推

役　
　

員

◇
会　
　

長

大
谷　

信
義 

松
竹
株
式
会
社 
代
表
取
締
役
会
長

◇
常
務
理
事

安
孫
子　

正 

松
竹
株
式
会
社 

専
務
取
締
役

池
田　

篤
郎 

東
宝
株
式
会
社 

取
締
役

川
瀬　

昌
弘 

株
式
会
社
新
歌
舞
伎
座 

代
表
取
締
役
社
長

◇
理　
　

事

芦
塚
日
出
美 

株
式
会
社
博
多
座 

代
表
取
締
役
社
長

大
塚　

孝
一 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団 

副
理
事
長

岡
副　

昭
吾 

株
式
会
社
金
田
中 

代
表
取
締
役
会
長

小
山　

觀
翁 

歌
舞
伎
研
究
家

白
井　

文
吾 

株
式
会
社
中
日
新
聞
社 

代
表
取
締
役
会
長

成
毛　

由
和 

弁
護
士

長
谷
川
栄
胤 

株
式
会
社
御
園
座 

代
表
取
締
役
社
長

松
岡　
　

功 

東
宝
株
式
会
社 

名
誉
会
長

三
田　

芳
裕 

株
式
会
社
明
治
座 

代
表
取
締
役
社
長

森
本　

哲
夫 

財
団
法
人
放
送
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

理
事
長

渡
邊　

守
章 

京
都
造
形
芸
術
大
学

 

　

舞
台
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー 

所
長

◇
監　
　

事

大
西
昭
一
郎 

弁
護
士

迫
本　

栄
二 

公
認
会
計
士

 
 

五
十
音
順

公
益
社
団
法
人
日
本
演
劇
興
行
協
会
の
総
会
を
、

平
成
二
十
五
年
六
月
十
一
日（
火
）午
後
一
時
か

ら
、
東
京
丸
の
内
、
東
京
會
舘
に
お
い
て
開
催

し
た
。

公
益
社
団
法
人 

日
本
演
劇
興
行
協
会　

平
成
二
十
五
年
度　

総
会
・
理
事
会
開
催
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事
業
報
告
・
事
業
計
画

薦
す
る
も
の
で
す
。

③
松
井　

る
み　

殿

　

ロ
ン
ド
ン
留
学
帰
国
後
よ
り
舞
台
美
術
家
と
し
て
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
を
手
が
け
、
第
59
回　

ト
ニ
ー
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
、
ま
た
、
舞
台
美
術
の
展
覧
会
プ
ラ
ハ
・
カ
ド
リ
エ

ン
ナ
ー
レ‘
〇
七
で
は「
世
界
の
最
も
名
誉
あ
る
舞
台
デ
ザ
イ

ナ
ー
十
二
人
」に
選
ば
れ
る
な
ど
、
国
際
的
に
も
活
躍
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
活
躍
を
高
く
評
価
し
、
今
後
の
一
層
の

活
躍
を
願
っ
て
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

④
八
幡　

茂　

殿

　

多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
編
曲
・
音
楽
監
督
を
務
め
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
作
曲
に
も
大
変
優
れ
た
成
果
を

あ
げ
、
一
九
八
九
年
芸
術
祭
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
二
〇
一
二
」な
ど
の
地

方
発
信
の
演
劇
活
動
や「
愛
知
博
」を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
の
音
楽
監
督
を
担
当
す
る
な
ど
、
幅
広
く
活
躍
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
た
た
え
、
今
後
の
一
層
の
活
躍
を
願
っ

て
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

（
２
）海
外
研
修
へ
の
助
成

　

本
年
度
の
海
外
研
修
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
研
修
志
望
者

を
募
り
、
各
自
が
日
程
、
行
動
を
事
由
に
設
定
し
、
滞
在
中

は
各
自
が
責
任
行
動
す
る
方
法
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
協

会
は
往
復
の
航
空
運
賃
、
宿
泊
費
、
観
劇
チ
ケ
ッ
ト
代
金
を

助
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
四
名
、
ロ
ン
ド
ン
に
十
一
名
の

計
十
五
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
で
二
十
三
年
目

と
な
り
、
研
修
参
加
者
の
延
べ
人
数
は
四
三
八
名
と
な
り
ま

し
た
。

（
３
）新
人
脚
本
家
養
成
の
た
め
の
助
成

　

今
年
度
も
引
き
続
き「
脚
本
家
養
成
講
座
」を
開
講
し
、「
初

心
者
コ
ー
ス
」十
七
名
、「
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
」九
名
の
計
二
六

名
が
受
講
い
た
し
ま
し
た
。

　

通
常
の
講
義
以
外
に
、
各
分
野
の
講
師
を
招
い
た
特
別
講

義
を
一
回
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

の
受
講
者
の
作
品
よ
り
、
優
秀
作
を
一
作
品
選
出
し
、
役
者

に
よ
る
試
演
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

演
劇
の
基
盤
を
広
げ
る
た
め
に
は
優
秀
な
脚
本
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
演
劇
の
脚
本
は
一
朝
一
夕
に
生
ま
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
長
期
的
な
養
成
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
継
続
し
て
講

座
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ
．
普
及
事
業

　

東
京
都
、
公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
、
公
益

財
団
法
人
都
民
劇
場
、
大
阪
府
、
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術

文
化
振
興
会
、
公
益
財
団
法
人
名
古
屋
市
文
化
振
興
財
団
、

公
益
財
団
法
人
福
岡
市
文
化
芸
術
振
興
財
団
と
本
協
会
と
で

共
催
し
て
い
る
半
額
観
劇
会
は
、
低
価
格
で
質
の
高
い
舞
台

芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
す
る
事
業
と
し
て
、
都
民
、

府
民
、
市
民
か
ら
幅
広
く
支
持
さ
れ
、
演
劇
人
口
の
裾
野
を

広
げ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
加
盟
十
一
劇
場
及
び
一
社
の
協
力
を
得
て
、

東
京
地
区
四
回
、
大
阪
地
区
六
回
、
名
古
屋
地
区
三
回
、
福

岡
地
区
十
一
回
の
合
計
二
十
四
回
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
二
十
五
年
四
月
、
東
京
都
、
公
益
財
団
法
人

東
京
都
歴
史
文
化
財
団
、
公
益
財
団
法
人
都
民
劇
場
、
大
阪

府
、
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
公
益
財
団
法

人
名
古
屋
市
文
化
振
興
財
団
、
公
益
財
団
法
人
福
岡
市
文
化

芸
術
振
興
財
団
と
本
協
会
と
は
、
普
及
事
業
に
関
わ
る
協
定

書
に
調
印
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
益
財
団
法
人
名
古
屋

市
文
化
振
興
財
団
、
公
益
財
団
法
人
福
岡
市
文
化
芸
術
振
興

財
団
と
本
協
会
と
は
、
普
及
事
業
に
関
わ
る
取
り
扱
い
手
数

料
に
つ
い
て
覚
書
に
調
印
い
た
し
ま
し
た
。

Ⅲ
．
会
報
の
発
行

　

協
会
の
事
業
及
び
情
報
の
周
知
を
図
る
た
め
、
会
報

四
十
二
号
、
四
十
三
号
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。
会
報
は
会

員
、
賛
助
会
員
、
所
轄
官
庁
、
関
係
団
体
、
演
劇
評
論
家
、

演
劇
記
者
、
業
界
紙
、
舞
台
関
係
者
等
々
に
配
布
い
た
し
ま

し
た
。

Ⅳ
．
調
査
事
業

　

ロ
ン
ド
ン
劇
場
協
会
が
作
成
し
た
加
盟
五
十
一
劇
場
で
実

施
さ
れ
た
一
年
を
通
じ
た
ボ
ッ
ク
ス
オ
フ
ィ
ス
デ
ー
タ
の
調

査
結
果
と
ロ
ン
ド
ン
劇
場
協
会
提
携
会
員
の
十
一
の
準
会
員

劇
場
の
主
要
事
項
を
内
容
と
し
て
い
る「Box O

ffi
ce D
ata 

Report 2010

」を
入
手
し
、
演
劇
関
係
者
の
参
考
資
料
と

し
て
翻
訳
、
編
集
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
、
ぴ
あ
株
式
会
社
が
経
済
産
業
省
及

び
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
協
会
よ
り
事
業
委
託
を
受
け
て
作

成
す
る「
ラ
イ
ブ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
市
場
調
査
報
告

書
」の
調
査
・
編
集
に
協
力
し
ま
し
た
。
そ
の
報
告
書
を
入
手

し
、
加
盟
劇
場
と
情
報
を
共
有
い
た
し
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
． 

一
般
社
団
法
人
日
本
音
楽
著
作
権
協
会（JASRAC

）と

の
交
渉
を
継
続
し
て
行
う
。

２
． 

一
般
社
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
促
進
協
会
と
ワ
イ

ア
レ
ス
マ
イ
ク
の
周
波
数
帯
域
移
行
問
題
の
交
渉
を
継

続
し
て
行
う
。

３
． 

劇
場
等
演
出
空
間
運
用
基
準
協
議
会
に
よ
る
、「
劇
場
等

演
出
空
間
の
運
用
お
よ
び
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
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ン
二
〇
一
二
年
版
」を
作
成
し
、
加
盟
劇
場
に
配
布
。

４
．
委
員
の
異
動

　
　

 
平
成
二
十
四
年
五
月
新
橋
演
舞
場
支
配
人
・
荒
井
康
博

氏
就
任
、
船
越
直
人
氏
退
任
。

５
．
委
員
会
の
開
催

　
　

 

協
会
加
盟
劇
場
の
支
配
人
を
委
員
と
す
る
委
員
会
は
、

協
会
の
事
業
活
動
方
針
を
審
議
す
る
た
め
に
、
平
成

二
十
三
年
度
は
三
月
、
六
月
、
九
月
、
十
一
月
の
四
回

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

【
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
】

　

演
劇
の
普
及
と
演
劇
に
関
す
る
助
成
に
よ
っ
て
、
文
化
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
本
協
会
の

助
成
事
業（
演
劇
関
係
者
へ
の
助
成
金
交
付
、
海
外
研
修
へ

の
助
成
）、
普
及
事
業（
半
額
観
劇
会
、
新
人
作
家
養
成
及
び

演
劇
に
関
す
る
講
座
開
催
）調
査
事
業
等
、
公
的
諸
事
業
は

順
調
に
推
移
し
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

本
年
は
こ
れ
ら
の
諸
事
業
を
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
更

な
る
公
的
事
業
の
充
実
を
図
る
。

Ⅰ
助
成
事
業

１
．
演
劇
関
係
者
へ
の
助
成
金
交
付

　

演
劇
制
作
・
興
行
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
た

団
体
ま
た
は
個
人
に
交
付
す
る
も
の
で
、
内
外
か
ら
の
推

薦
を
募
り
、
こ
れ
を
委
員
会
及
び
理
事
会
の
審
議
を
得
て

決
定
す
る
。

　
（
助
成
金
は
一
件
五
十
万
円
）

２
．
海
外
研
修
へ
の
助
成

　

平
成
元
年
に
発
足
し
た
海
外
研
修
は
、
研
修
者
が
欧
米

の
演
劇
と
文
化
に
直
接
肌
に
触
れ
る
こ
と
で
大
き
な
実
績
と

な
る
。
海
外
演
劇
、
特
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
は
盛
況
で
あ

り
、
本
場
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
の
舞
台
を
研
究
し

た
い
と
い
う
要
望
は
強
く
、
二
十
四
年
間
の
延
べ
参
加
人
員

は
四
三
九
名
に
達
し
て
い
る
。
本
年
度
も
例
年
通
り
演
劇
業

界
に
携
わ
り
、
新
し
い
分
野
に
取
り
組
む
意
欲
を
持
つ
人
た

ち
に
、
海
外
文
化
、
演
劇
を
勉
強
す
る
機
会
を
提
供
す
る
事

業
と
し
て
、
内
外
か
ら
申
請
を
募
り
実
施
す
る
。
本
年
度
も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
・
ロ
ン
ド
ン
、
ウ
エ
ス

ト
エ
ン
ド
の
劇
場
視
察
を
行
う
。

（
研
修
費
は
一
人
二
十
五
万
円
及
び
研
修
先
で
の
観
劇
代
金
）

３
．
脚
本
家
育
成
へ
の
助
成

　
　
（
脚
本
募
集
及
び
脚
本
家
養
成
講
座
）

　

演
劇
の
基
盤
を
広
げ
る
た
め
に
は
優
秀
な
脚
本
が
求
め
ら

れ
る
。
演
劇
の
脚
本
は
一
朝
一
夕
に
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
長
期
的
な
養
成
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
年
度
は
、
当
協
会
主
催
の「
第
七
回
脚
本
募
集
」を
開

始
し
、「
歌
舞
伎
部
門
」「
時
代
劇
部
門
」「
現
代
劇
部
門
」「
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
部
門
」の
四
部
門
に
分
け
て
募
集
を
行
う
。
平

成
二
十
七
年
度
に
受
賞
作
を
決
定
し
、
賞
状
と
賞
金
を
授

与
す
る
。

（
賞
金
は
最
優
秀
作
・
百
万
円
、
優
秀
作
・
五
十
万
円
、
佳

作
・
二
十
五
万
円
）

　

本
年
も
引
き
続
き「
脚
本
家
養
成
講
座
」を
開
催
す
る
。
従

来
は
、「
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
」と「
初
級
コ
ー
ス
」の
二
コ
ー
ス

で
あ
っ
た
が
、
本
年
度
よ
り
、「
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
」は
そ
の

ま
ま
に
、
昨
年
ま
で
の「
初
級
コ
ー
ス
」の
受
講
者
を「
中
級

コ
ー
ス
」を
新
設
し
移
行
さ
せ
る
。
新
規
受
講
者
向
け
に「
初

級
コ
ー
ス
」は
存
続
さ
せ
、
演
劇
に
親
し
ん
で
、
戯
曲
の
創

作
を
学
ん
で
も
ら
う
。
ま
た
、
今
年
度
も
試
演
会
や
各
分
野

の
ゲ
ス
ト
講
師
を
招
き
、
講
座
の
充
実
を
図
る
。

Ⅱ
普
及
事
業

　

東
京
都
、
公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
、
公
益

財
団
法
人
都
民
劇
場
、
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興

会
・
国
立
文
楽
劇
場
、
大
阪
府
、
公
益
財
団
法
人
名
古
屋
市

文
化
振
興
財
団
、
公
益
財
団
法
人
福
岡
市
文
化
芸
術
振
興
財

団
と
本
協
会
と
が
共
催
し
て
い
る
半
額
観
劇
会
は
、
低
廉
な

価
格
で
質
の
高
い
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
す
る

事
業
と
し
て
、
都
民
、
府
民
、
市
民
か
ら
幅
広
く
支
持
さ
れ
、

演
劇
人
口
の
裾
野
を
広
げ
て
い
る
。

　

本
年
度
は
加
盟
十
一
劇
場
と
二
社
の
協
力
を
得
て
、
東
京

地
区
四
回
、
大
阪
地
区
六
回
、
名
古
屋
地
区
三
回
、
九
州
地

区
十
回
、
計
二
十
三
回
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
加
盟
劇
場
を
利
用
し
た
演
劇
教
室
を
実
施
し
、
若

年
層
を
中
心
に
演
劇
人
口
の
拡
大
に
努
め
る
。

Ⅲ
会
報
の
発
行

　

協
会
の
事
業
及
び
情
報
の
周
知
を
図
る
た
め
に
会
報
を
年

二
回（
七
月
・
十
二
月
）発
行
し
、
会
員
、
賛
助
会
員
、
所
轄

官
庁
、
関
係
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
に
配
布
す
る
。

Ⅳ
調
査
事
業

　

わ
が
国
の
演
劇
関
係
の
参
考
資
料
と
し
て
、
海
外
の
演
劇

興
行
の
実
情
を
調
査
、
研
究
し
報
告
書
を
作
成
す
る
。

　

ま
た
、
ぴ
あ
株
式
会
社
が
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
協
会
よ

り
事
業
委
託
を
受
け
て
制
作
す
る「
ラ
イ
ブ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
市
場
調
査
報
告
書
」を
入
手
し
、
加
盟
劇
場
と
情

報
を
共
有
す
る
。
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二
十
四
年
度
受
賞
者

日
本
演
劇
興
行
協
会　

平
成
二
十
四
年
度
助
成
金
交
付
者　

受
賞
の
こ
と
ば

　

こ
の
度
は
日
本
演
劇
興
行
協
会
様
よ
り
大
変
栄
誉
あ
る
賞
を
頂
き
ま
し
て
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ツ
コ
ツ
と
只
コ
ツ
コ
ツ
と
照
明
道
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

大
学
在
学
中
に
照
明
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
り
、
ど
う
し
て
も
照
明
の
勉
強
が

し
た
い
と
、
当
時
歌
舞
伎
座
で
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
た
故
相
馬

清
恒
氏
に
師
事
し
ま
し
た
。

　

時
に
叱
ら
れ
、
時
に
は
わ
ざ
を
盗
み
海
外
公
演
に
お
い
て
も
何
度
と
な
く
照

明
の
い
ろ
は
を
、
ご
教
示
頂
き
良
い
体
験
を
沢
山
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
夢
中
で
四
十
五
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
奥
深
い
道
ゆ
え
更

に
精
進
が
必
要
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

歌
舞
伎
の
大
道
具
や
衣
裳
等
は
独
特
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
如
何
に
際
だ
た
せ
、
な
お
か
つ
役
者
さ
ん
の
演
技
の
邪
魔
に
な
ら

な
い
か
を
考
え
た
明
り
を
出
し
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
先
、
若
手
の
照
明
を
心
指
す
者
に
古
典
歌
舞
伎
の
舞
台
照
明
を
、
私
な

り
に
伝
え
て
行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、
新
し
い
歌
舞
伎
座
を
大
い
に
盛
り
立
て
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

池　

田　

智　

哉

　

今
回
の
表
彰
に
つ
い
て
は
、
思
い
が
け
な
い
事
で
大
変
驚
い
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
二
十
八
年
、
十
八
歳
の
時
、
東
宝
舞
台（
株
）衣
裳
部
に
入
社
し
、
東
京

映
画
撮
影
所（
現
・
目
黒
ス
タ
ジ
オ
）に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時

は
、
映
画
に
関
す
る
こ
と
は
何
ひ
と
つ
知
ら
ず
、
見
習
い
と
し
て
、
一
所
懸
命

勉
強
す
る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ロ
ケ
の
時
に
人
が
足
り
ず
、
通
行
人
の
エ

キ
ス
ト
ラ
と
し
て
参
加
し
た
り
、
楽
し
い
思
い
出
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

演
劇
の
仕
事
は
、
芸
術
座
の
柿
落
し
公
演「
暖
簾
」か
ら
始
ま
り
、「
が
め
つ
い

奴
」「
香
華
」「
が
し
ん
た
れ
」「
放
浪
記
」「
お
も
ろ
い
女
」「
桜
月
記
」な
ど
数
々
の

名
作
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
と
い
っ
た
時
代
物
の
衣
裳
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
の

古
い
書
物
で
調
べ
、
当
時
の
衣
裳
に
近
づ
け
る
工
夫
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

衣
裳
合
わ
せ
は
、
役
者
さ
ん
に
よ
り
様
々
な
決
め
方
が
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
て
い
く
た
め
の
多
く
の
経
験
を
、
若
い
方
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
好
き
な
衣
裳
の
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
賞
を
い
た
だ
け
て
、と
て
も
幸
せ
で
す
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

金　

子　

龍　

子
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こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
栄
誉
あ
る
賞
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
御
座
い

ま
し
た
。

　

私
は
大
学
卒
業
以
来
、
約
四
〇
年
間
ず
っ
と
舞
台
音
楽
の
仕
事
を
し
て
参
り

ま
し
た
。
当
時
は「
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ
」等
の
曲
が
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
盛

ん
に
歌
わ
れ
た
時
代
で
、
私
も
そ
れ
ら
の
曲
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
道
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
大
学
を
出
た
ば
か
り
の
私
に
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
仕
事
な
ど
そ
う
あ
る
わ
け
も
な
く
、
苦
労
の
連
続
で
し
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
入
り
再
び
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
黄
金
時
代
を
迎
え
、
よ
う
や

く
本
格
的
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て「
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ
」の
音
楽
監
督
の
お
仕
事
を
最
初
に
頂

い
た
時
に
は
、
若
い
頃
を
思
い
出
し
感
無
量
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
音
楽
人
生
の
大
切
な
思
い
出
の
一
つ
は
、
本
田
美
奈
子
さ
ん
が

私
の
書
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
十
二
夜
」（
東
宝
）の
劇
中
歌
を
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

し
て
下
さ
っ
た
事
で
す
。
こ
の
時
は
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
の
受
賞
も
私
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う

に
喜
ば
し
い
出
来
事
で
す
。
元
来
不
器
用
な
私
は
時
間
を
か
け
、
丁
寧
に
仕
事

を
す
る
事
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
作
曲
す
る
時
も
音
楽
監
督
を
す
る

時
も
同
じ
で
す
。
時
に
は
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

賞
を
励
み
に
こ
れ
か
ら
も
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
思
い
が
け
な
い
賞
を
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

授
賞
式
に
出
席
し
て
、
こ
の
賞
の
大
き
さ
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
が
初
め
て『
商
業
演
劇
』で
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
十

年
前
、
東
宝
製
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
イ
ー
ス
ト
ウ
ィ
ッ
ク
の
魔
女
達
』で
す
。
帝

国
劇
場
で
は
久
々
の
女
性
の
舞
台
美
術
家
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

盆
一
杯
に
、
巨
大
な
裸
身
の
女
性
ト
ル
ソ
ー
を
の
せ
た
作
品
は
、
当
時
怖
い
も

の
知
ら
ず
だ
っ
た
自
分
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
後
幸
い
な
こ
と
に
、
日
比
谷

界
隈
で
の
お
仕
事
を
常
に
や
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
の
、
興
行

主
側
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
方
々
か
ら
評
価
を
頂
け
た
こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
小
劇
場
か
ら
大
劇
場
迄
、
前
衛
か
ら
古
典
迄
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
か
ら

オ
ペ
ラ
迄
と
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
お
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
特
に『
大
劇
場
』の
仕
事
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
持
つ
力
が
よ
り
大
き
く
、

セ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
と
っ
て
は
腕
の
ふ
る
い
ど
こ
ろ
で
も
あ
り
、
ま
た
ハ
ー

ド
ル
が
最
も
高
い
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
大
空
間
を
埋
め
よ
う
と
思
う
と

や
は
り
日
々
の
努
力
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
中
で
世
界
中
の
映
像
が
ク
リ

ッ
ク
ひ
と
つ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
劇
場
は
お
客
様
と
空
間
と
時
間

を
共
有
し
体
感
で
き
る
数
少
な
い
場
所
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
受
賞
を
機
会
に
、
劇
場
に
足
を
運
ん
で
頂
く
お
客
様
が
満
足
し
て
帰

路
に
着
け
る
よ
う
に
、
甘
ん
じ
る
こ
と
無
く
、
更
に
自
分
の
感
性
を
磨
い
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松　

井　

る　

み

八　

幡　
　
　

茂
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江
戸
っ
子
気
質
の
明
る
さ
と
優
し
さ
で
、
老
若
男
女
に
慕
わ
れ
る
衣
裳
の
金
子
龍
子
さ
ん
。
主
に
明
治
か
ら

昭
和
を
舞
台
に
し
た
作
品
で
、
豊
富
な
知
識
を
発
揮
し
活
躍
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
で
も
精
力
的
に
活
動

を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
金
子
さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
や
仕
事
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

│
元
々
、
芸
能
の
世
界
に
は
興
味
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

子
供
の
頃
か
ら
映
画
を
見
る
の
が
大
好
き
で
し
た
。

昔
の
映
画
っ
て
今
と
違
っ
て
続
き
も
の
に
な
っ
て
い
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
一
度
行
く
と
次
が
見
た
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
、そ
れ
で
毎
週
通
っ
て
ま
し
た
ね
。映
画
ス
タ
ー

と
い
え
ば
、
当
時
は
山
田
五
十
鈴
さ
ん
に
長
谷
川
一
夫

さ
ん
の
時
代
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
Ｓ
Ｋ
Ｄ（
松
竹
少
女

歌
劇
団
）が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
頃
は
前
売
り

が
な
い
の
で
、
チ
ケ
ッ
ト
を
買
う
た
め
に
国
際
劇
場
の

ま
わ
り
を
何
重
に
も
列
を
つ
く
っ
て
並
ん
だ
り
し
ま
し

た
ね
。
川
路
龍
子
さ
ん
、
小
月
冴
子
さ
ん
、
少
し
前
だ

と
水
の
江
瀧
子
さ
ん
と
い
っ
た
方
々
が
ス
タ
ー
で
し
た
。

映
画
に
し
ろ
舞
台
に
し
ろ
、
そ
う
い
う
世
界
が
好
き
だ

っ
た
ん
で
す
ね
。

│
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
東
宝
舞
台
へ
入
社
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

戦
時
中
に
子
供
時
代
を
送
り
ま
し
た
か
ら
、
皆
な
ぎ

な
た
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
。
私
は
そ
れ
が
好
き
で
、

戦
後
ち
ゃ
ん
と
習
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
れ
で
習
い
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
学
を
出

て
間
も
な
く
の
頃
で
す
か
ら
、
昭
和
二
十
七
年
頃
で
す
。

そ
こ
に
た
ま
た
ま
、
東
京
映
画
の
大
部
屋
の
役
者
さ
ん

が
習
い
に
来
て
い
て
、
お
稽
古
を
待
っ
て
い
る
間
に
い

ろ
い
ろ
と
お
話
し
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
私
の

金
子
龍
子
さ
ん　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

衣
裳

平
成
二
十
四
年
度　

助
成
金
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

実
家
は
東
京
の
下
町
で
、
近
所
に
パ
チ
ン
コ
屋
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
が
旅
芸
人
の
た
め
の
芝
居
小
屋
を
作
っ

た
ん
で
す
。
私
は
そ
の
パ
チ
ン
コ
屋
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
ま
し
た
。
本
当
は
い
け
な
い
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、

当
時
は
な
ん
で
も
あ
り
で
し
た
か
ら
ね（
笑
）。
そ
こ
で

役
者
さ
ん
た
ち
と
知
り
合
っ
て
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
か

つ
ら
を
結
う
お
手
伝
い
な
ん
か
を
し
て
た
ん
で
す
。
そ

れ
で
、「
撮
影
所
い
い
わ
ね
え
、
私
ち
ょ
っ
と
か
つ
ら
が

結
え
る
ん
だ
け
ど
」っ
て
話
し
た
ら
、
そ
の
方
が「
じ
ゃ

あ
、
撮
影
所
の
結
髪
を
紹
介
し
て
あ
げ
る
」っ
て
言
っ

て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
は
電
気

で
加
熱
す
る
電
気
パ
ー
マ
の
技
術
が
な
い
と
結
髪
に
は

入
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
て
。「
だ
っ
た
ら
衣
裳
部
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に
入
る
？
」っ
て（
笑
）。
そ
れ
で
当
時
で
き
た
ば
か
り

の
東
宝
舞
台
の
衣
裳
部
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

見
て
触
っ
て
覚
え
る
こ
と

│
で
は
、
最
初
は
何
を
す
る
の
か
全
く
分
か
ら
な
い
と

こ
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

　

え
え
、
最
初
は
本
当
に
見
習
い
で
す
。
ま
ず
は
と
に

か
く
上
司
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
傍
で
ず
っ
と
見
て
い

ま
し
た
。
上
司
が
女
優
さ
ん
に
着
付
け
し
て
い
る
の
を
、

そ
の
横
で
腰
紐
を
渡
し
な
が
ら
見
て
い
た
り
、
た
た
み

方
な
ん
か
も
、
す
べ
て
見
て
覚
え
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

も
う
ひ
と
つ
は
倉
庫
の
整
理
で
す
。
実
際
に
い
ろ
い
ろ

な
着
物
や
帯
を
触
っ
て
、
素
材
や
柄
を
覚
え
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
ひ
と
つ
作
品
が
終
わ
る
た
び
に
、
こ
れ

は
ど
の
作
品
で
ど
の
女
優
さ
ん
が
着
た
着
物
で
ど
ん
な

柄
か
を
全
部
書
き
込
ん
で
い
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
や
っ

て
自
分
で
整
理
す
る
か
ら
覚
え
る
ん
で
す
ね
。
こ
の
倉

庫
整
理
が
確
実
に
今
の
私
の
土
台
に
な
っ
て
い
ま
す
。

│
先
輩
方
は
厳
し
か
っ
た
で
す
か
。

　

当
時
私
の
上
に
は
四
人
の
方
が
い
て
私
が
入
っ
て
や

っ
と
五
人
と
い
う
状
況
で
し
た
。
本
当
に
恵
ま
れ
て
い

た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
穏
や
か
で
、
失
敗

し
て
も
怒
ら
な
い
ん
で
す
。
た
と
え
ば
、
寸
法
を
裁
ち

間
違
え
て
無
駄
な
も
の
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
も
、「
二
度

と
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
よ
ね
？
」と
怒
る
の
で
は
な

く
ぴ
し
ゃ
り
と
言
わ
れ
る
。
そ
う
言
わ
れ
る
と
、
も
う

失
敗
は
で
き
な
い
ん
で
す
よ（
笑
）。

　

私
が
入
社
し
て
か
ら
ず
っ
と
直
接
付
い
て
い
た
阿
部

昭和58年11月『孤愁の岸』（帝国劇場）
竹脇無我、森繁久彌

平成2年1・2月『新版 香華』（帝国劇場）
山田五十鈴、山本陽子、曾我廼家鶴蝶

平成2年10月『華岡青洲の妻』（帝国劇場）
萬屋錦之介、十朱幸代、山田五十鈴

昭和54年5月『暖簾』（帝国劇場）
司葉子、森繁久彌
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平
成
二
十
四
年
度　

助
成
金
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

さ
ん
と
い
う
方
は
、
お
母
さ
ん
の
よ
う
な
お

姉
さ
ん
の
よ
う
な
方
で
。
阿
部
さ
ん
の
お
か

げ
で
仕
事
を
覚
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
る
作
品
の
衣
裳
合
わ
せ
が
あ
る
と
し

ま
す
。
そ
う
す
る
と
阿
部
さ
ん
が「
こ
ん
な

の
と
こ
ん
な
の
を
出
し
て
お
い
で
」と
言
う

ん
で
す
。
そ
れ
で
衣
裳
合
わ
せ
の
前
に
、
自

分
な
り
に
こ
の
人
に
は
こ
れ
、
こ
の
人
に
は

こ
れ
っ
て
並
べ
て
出
し
て
お
く
ん
で
す
。
そ

れ
で
、
衣
裳
合
わ
せ
で
自
分
が
選
ん
だ
衣

裳
が
次
々
に
決
ま
っ
て
い
く
と
、
も
う
、
自

分
に
拍
手
で
す（
笑
）。
倉
庫
整
理
を
自
分
で

し
て
い
ま
す
か
ら
、「
こ
ん
な
の
も
っ
て
お
い

で
」と
言
わ
れ
る
と
、「
そ
う
い
え
ば
あ
ん
な

の
も
あ
っ
た
な
」っ
て
す
ぐ
に
思
い
当
た
り

ま
す
し
、
そ
う
い
う
こ
と
が
重
な
っ
て
ど
ん

ど
ん
仕
事
が
楽
し
く
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
。

今
思
う
と
、
私
の
気
持
ち
が
そ
う
な
る
よ
う

に
、
阿
部
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
く
れ

て
た
ん
だ
な
と
思
う
ん
で
す
よ
。
と
い
う
の

も
、
最
初
の
一
、二
年
は
忙
し
く
な
る
と「
仕

事
嫌
だ
な
あ
…
」っ
て
よ
く
な
っ
て
い
ま
し

た
か
ら
。
あ
の
頃
、
東
宝
は
社
員
証
が
あ
る

と
映
画
館
に
た
だ
で
入
れ
て
立
ち
見
が
で
き

た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、「
行
っ
て
き
ま
す
」っ

て
家
を
出
た
は
い
い
も
の
の
、
会
社
を
サ
ボ

っ
て
映
画
を
見
て
る
…
な
ん
て
こ
と
も
よ
く

あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
う
い
う
時
期
も
あ
っ
た

ん
で
す（
笑
）。

役
者
さ
ん
の
一
言
が
原
動
力
に

│
舞
台
と
映
画
の
衣
裳
の
仕
事
は
ど
の
よ
う
に
違
う
の

で
し
ょ
う
。

　

舞
台
は
本
番
が
開
く
ま
で
が
勝
負
で
す
。
一
度
開
い

て
し
ま
え
ば
、
あ
と
は
現
場
で
着
付
け
た
り
っ
て
い
う

仕
事
だ
け
に
な
り
ま
す
か
ら
。
舞
台
の
良
い
と
こ
ろ
は

本
番
が
始
ま
っ
て
も
微
調
整
が
き
く
と
こ
ろ
で
す
ね
。

た
と
え
ば
、
昼
の
部
で
着
付
け
た
帯
の
形
が
悪
く
て
も
、

夜
の
部
で
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も
映
画
は
映

像
と
し
て
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
同
じ
場
面
だ
と

し
た
ら
も
う
そ
れ
で
い
く
し
か
な
い
。
そ
の
違
い
は
大

き
い
で
す
ね
。

　

そ
し
て
映
画
は
毎
日
が
舞
台
稽
古
み
た
い
な
も
の
で

す
。
明
日
の
撮
影
予
定
に「
エ
キ
ス
ト
ラ
が
何
人
」と
出

た
ら
、
十
人
な
ら
十
人
、
違
う
格
好
で
出
さ
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
も
う
、
て
ん
や
わ
ん
わ
で
す
。
そ
れ
が

毎
日
で
す
か
ら
ね
。「
明
日
は
エ
キ
ス
ト
ラ
な
い
よ
」っ

て
言
わ
れ
る
と
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
ロ
ケ
な
ん
か
に
な

り
ま
す
と
、
バ
ス
に
衣
裳
一
式
持
っ
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
忘
れ
物
は
な
い
か
確
認
し
た
り
、
予
定

外
の
こ
と
を
想
定
し
て
多
め
に
持
っ
て
い
く
よ
う
に
し

た
り
と
大
変
で
し
た
。

│
役
者
さ
ん
と
の
や
り
取
り
で
印
象
深
い
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

　

私
が
初
め
て
映
画
で
着
付
け
た
女
優
さ
ん
は
久
慈
あ

さ
み
さ
ん
で
す
。
も
う
ね
、
手
と
足
が
ガ
タ
ガ
タ
震
え

な
が
ら
帯
を
結
ん
で
。
そ
れ
で「
形
が
よ
か
っ
た
ね
」と

平
成
18
年
9
月『
放
浪
記
』（
帝
国
劇
場
）

森
光
子
、
有
森
也
実
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■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

か
ね
こ
・
り
ゅ
う
こ

東
京
都
出
身
。
一
九
五
三
年
、
東
宝
舞
台
株
式
会

社
へ
入
社
。
東
京
映
画
撮
影
所
に
て
映
画
の
衣
裳

の
仕
事
に
就
く
。森
繁
劇
団
の
仕
事
を
中
心
に
様
々

な
作
品
を
担
当
す
る
。
五
七
年
、
芸
術
座
柿
落
し

公
演『
暖
簾
』よ
り
舞
台
衣
裳
を
手
が
け
る
。
六
一

年
、『
放
浪
記
』初
演
よ
り
森
光
子
氏
の
衣
裳
を
担
当
。

六
四
年
、
結
婚
を
機
に
退
職
す
る
が
、
七
五
年
に

東
宝
舞
台
株
式
会
社
の
請
負
と
し
て
舞
台
衣
裳
の

仕
事
に
復
帰
。
特
に
明
治
か
ら
昭
和
の
時
代
物
を

得
意
と
し
、
そ
の
時
代
の
作
品
を
担
当
す
る
機
会

が
少
な
く
な
っ
た
若
者
た
ち
に
次
世
代
を
担
わ
せ

る
べ
く
、
惜
し
み
な
く
知
識
・
技
術
を
伝
え
な
が
ら
、

自
ら
も
活
躍
し
て
い
る
。
主
な
担
当
作
品
に
、
映

画
：「
名
も
な
く
貧
し
く
美
し
く
」、「
夫
婦
善
哉
」、

「
南
の
島
に
雪
が
降
る
」、「
駅
前
旅
館
」他
、
駅
前
シ

リ
ー
ズ
、舞
台
：『
暖
簾
』、『
放
浪
記
』、『
香
華
』、『
孤

愁
の
岸
』、『
三
婆
』、『
華
岡
青
洲
の
妻
』、『
寝
坊
な
豆

腐
屋
』、『
晩
秋
』、『
月
夜
の
道
化
師
』な
ど
。

言
わ
れ
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
ね
。
作
り
物
で
ほ
め
ら
れ

た
の
は
、
山
田
五
十
鈴
さ
ん
で
す
。
帯
を
作
っ
た
こ
と

が
あ
る
ん
で
す
が
、
山
田
先
生
に「
す
ご
く
締
め
や
す

い
」と
言
わ
れ
て
。
そ
の
一
言
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
見
え
な
い
部
分
に
凝
る
と
い
う
こ
と
。

遊
び
人
の
男
性
っ
て
羽
織
裏
を
凝
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ

う
い
う
役
が
あ
っ
た
時
に
羽
織
裏
を
凝
っ
て
仕
立
て
に

出
し
た
ら
、
そ
の
役
者
さ
ん
が
す
ご
く
喜
ん
だ
ん
で
す
。

そ
の
時
、
見
え
な
い
部
分
に
凝
る
と
喜
ん
で
も
ら
え
る

ん
だ
な
っ
て
覚
え
ま
し
た
。『
三
婆
』の
時
に
も
、
な
ん

で
も
な
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
の
裏
を
ち
ょ
っ
と
凝
っ
た

ら
、
池
内
淳
子
さ
ん
に「
す
ご
い
」っ
て
言
っ
て
い
た
だ

い
て
。
そ
う
い
う
こ
だ
わ
り
を
分
か
っ
て
く
だ
さ
る
と

本
当
に
う
れ
し
い
で
す
ね
。

│
そ
う
い
っ
た
役
者
さ
ん
か
ら
の
一
言
は
大
き
い
ん
で

す
ね
。

　

大
き
い
で
す
。
そ
れ
が
や
り
が
い
に
繋
が
っ
て
い
く

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
私
は
褒
め
ら
れ
る
と

の
る
ん
で
す
よ
。
今
で
も
褒
め
ら
れ
る
と
そ
の
気
に
な

っ
ち
ゃ
い
ま
す
か
ら
。「
よ
し
！
じ
ゃ
あ
も
っ
と
凝
っ
ち

ゃ
お
う
！
」っ
て（
笑
）。

│『
放
浪
記
』は
初
演
か
ら
担
当
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
ね
。

　

最
初
は
私
の
上
司
が
担
当
し
て
い
た
の
に
付
い
て
い

て
、
そ
の
後
引
き
継
い
で
い
き
ま
し
た
。
森
光
子
さ
ん

は
、
最
初
に
な
ん
と
な
く「
こ
ん
な
の
が
い
い
わ
ね
」と

い
う
の
は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
衣
裳
は
全
部
任

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。『
放
浪
記
』で
は
森
さ
ん
は
ず

っ
と
同
じ
着
物
を
着
て
い
ら
し
た
の
で
、
上
演
の
た
び

に
手
入
れ
を
し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
初
演
で
着
た

衣
裳
が
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
す
ご
い
ん
で
す

よ
。
生
地
の
す
れ
た
大
島
な
ん
て
、
ま
る
で
刺
し
子
み

た
い
で
す
。
ガ
ー
ゼ
の
よ
う
に
透
け
て
み
え
る
、
そ
れ

く
ら
い
着
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
。
ず
っ
と
同
じ

も
の
を
着
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
ほ
う
が
体
に
馴
染
む

と
い
う
、
ご
本
人
の
こ
だ
わ
り
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
だ

ん
だ
ん
森
さ
ん
も
お
年
を
め
さ
れ
る
に
つ
れ
て
衣
裳
が

重
く
な
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
で
後
年
は
軽
く
す
る

工
夫
も
し
て
い
ま
し
た
。
森
さ
ん
は
汗
っ
か
き
な
の
で

着
物
に
裏
を
つ
け
な
い
こ
と
に
し
て
い
た
ん
で
す
が
、

も
し
も
袖
裏
な
ど
を
付
け
た
と
し
て
も
、
柔
ら
か
く
て

薄
い
絹
を
使
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
今
で
は
手
に
入
ら
な

い
も
の
で
、
古
い
着
物
を
ほ
ど
い
て
付
け
て
い
ま
し
た
。

古
い
着
物
を
探
し
て
古
着
屋
さ
ん
に
も
よ
く
足
を
運
び

ま
し
た
ね
。

│
後
進
育
成
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
。

　

以
前
は
毎
月
の
よ
う
に
着
物
の
芝
居
が
あ
り
ま
し
た

け
れ
ど
、
最
近
は
そ
う
い
う
作
品
が
減
っ
て
い
る
の
で
、

な
か
な
か
若
い
人
た
ち
が
携
わ
れ
る
機
会
が
な
い
の
が

現
状
で
す
。
何
度
も
実
際
に
着
付
け
を
し
て
着
物
を
触

っ
て
役
者
さ
ん
た
ち
と
や
り
取
り
を
し
て
、
そ
う
い
う

積
み
重
ね
で
覚
え
る
し
か
な
い
の
で
す
け
れ
ど
。
私
の

頃
は
仕
込
み
か
ら
縫
う
の
か
ら
現
場
ま
で
全
て
一
人
で

や
り
ま
し
た
。
大
変
で
し
た
け
れ
ど
、
と
て
も
恵
ま
れ

て
い
た
の
だ
な
と
も
思
い
ま
す
。
今
で
も
、
若
い
人
が

新
し
く
入
っ
て
き
た
時
に
は
必
ず「
倉
庫
に
入
り
な
さ

い
」と
言
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
そ
れ
が
一
番
の
基
本
だ

と
思
う
ん
で
す
。

（
取
材
・
文
／
高
橋
涼
子
）

写
真
／
東
宝  

演
劇
部
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三
年
間
の
建
替
え
期
間
を
経
て
、
こ
の
四
月
に
開
場
を
果
た
し
た
第
五
期
歌
舞
伎
座
。
新
た
な
歌
舞
伎
座
で

華
や
か
な
舞
台
照
明
を
作
り
出
し
て
い
る
の
が「
気
づ
い
た
ら
こ
の
道
四
十
五
年
」と
語
る
、
歌
舞
伎
照
明
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
池
田
智
哉
さ
ん
。
伝
統
の
世
界
を
照
ら
し
続
け
る
池
田
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

池
田
智
哉
さ
ん　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

歌
舞
伎
照
明
プ
ラ
ン
ナ
ー

平
成
二
十
四
年
度　

助
成
金
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

│
こ
の
世
界
を
目
指
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
。

　

芝
居
を
見
る
の
が
昔
か
ら
好
き
で
、
将
来
は
舞
台
の

裏
方
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
、
大
学
で
演
劇
科

を
選
ん
だ
ん
で
す
。
何
し
ろ
当
時
、
芝
居
を
見
に
行
っ

て
も
幕
間
に
聞
こ
え
て
く
る
大
道
具
さ
ん
の〝
な
ぐ
り

の
音
〞、
あ
あ
い
う
の
に
た
ま
ら
な
く
魅
力
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
入
学
し
た
時
は
ま
だ
照
明
を
や
ろ
う
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
の
演
劇
の
発
表
会
で

照
明
担
当
に
な
っ
て
、
や
っ
て
い
る
う
ち
に
ど
ん
ど
ん

面
白
く
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
。
色
を
選
び
ス
ポ
ッ
ト

を
ど
こ
に
吊
る
す
の
か
、
自
分
の
考
え
一
つ
で
明
か

り
の
方
向
性
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
の
が
、
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

│
歌
舞
伎
照
明
を
選
ば
れ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　

た
ま
た
ま
知
り
合
い
に
、
歌
舞
伎
照
明
の
第
一

人
者
で
あ
る
相
馬
清
恒
先
生
を
紹
介
し
て
い
た
だ

い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
歌
舞
伎
も
見

て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
特
に
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
く
て
、
と
り
あ
え
ず
照
明
の
仕
事
の
足
が
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か
り
と
し
て
歌
舞
伎
座
か
ら
始
め
て
み
よ
う
と
。
そ
れ

で
歌
舞
伎
座
の
照
明
室
に
入
っ
て
、
気
づ
い
た
ら
も
う

四
十
五
年
経
っ
て
い
ま
し
た（
笑
）。

│
学
生
時
代
も
照
明
の
勉
強
を
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す

が
、
実
際
に
仕
事
を
始
め
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
。

　

学
生
時
代
に
や
っ
て
い
た
の
と
プ
ロ
の
世
界
の
照
明

は
全
然
違
い
ま
し
た
ね
。
や
は
り
肌
で
ス
ト
レ
ー
ト
に

感
じ
る
プ
ロ
の
雰
囲
気
と
い
う
の
は
、
勉
強
し
て
得
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歌
舞
伎
座
へ
の
初
出
勤

日
が
、
徹
夜
稽
古
の
日
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
ま
ず

「
あ
あ
、
こ
う
い
う
世
界
な
ん
だ
」と
。
で
も
、
と
に
か

く
好
き
で
入
っ
た
世
界
な
の
で
、
何
の
抵
抗
も
な
く
馴

染
ん
で
い
き
ま
し
た
。

歌
舞
伎
照
明
の
特
徴

│
歌
舞
伎
照
明
の
特
徴
と
い
う
と
、
均
一
的
な
明
か
り

を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
す
が
。

　

そ
う
で
す
ね
、
皆
さ
ん
が
歌
舞
伎
の
照
明
と
聞
い
て

想
像
さ
れ
る
の
は
、
古
典
作
品
の
明
か
り
だ
と
思
い
ま

す
。
ノ
ー
カ
ラ
ー
の
生
の
明
か
り
を
ベ
タ
に
出
す
ん
で

す
が
、
こ
れ
が
結
構
難
し
い
。
舞
台
の
真
ん
中
だ
け
明

る
く
な
る
の
で
は
な
く
て
、
上
手
下
手
も
同
じ
均
等
の

明
る
さ
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で
す
。

│
影
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
ん
で
す
ね
。
ま
る
で
一
枚

の
絵
の
よ
う
に
。

　

ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、
明
か
り
を
当
て
れ
ば
何
で
も

影
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
明
か
り
を
落
と
せ
ば
影

は
消
え
ま
す
け
れ
ど
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
明
か

り
を
維
持
し
な
が
ら
、
影
を
消
し
て
い
く
作
業
と
い

う
の
は
と
て
も
時
間
が
掛
か
る
ん
で
す
。
け
れ
ど
、

そ
う
い
っ
た
あ
る
程
度
の
基
礎
み
た
い
な
も
の
は
、

い
ろ
い
ろ
な
お
芝
居
を
見
て
い
る
と
わ
か
っ
て
く
る
。

そ
こ
か
ら
先
は
、
あ
く
ま
で
自
分
の
考
え
次
第
。
自

分
の
明
か
り
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う
の
を
早
く

見
つ
け
る
こ
と
で
す
ね
。

│
で
は
、
同
じ
演
目
で
も
諸
先
輩
と
は
や
り
方
が
違

っ
て
く
る
ん
で
す
か
。

　

や
る
人
に
よ
っ
て
色
も
違
っ
て
き
ま
す
。
た
と
え

ば
、
そ
の
先
輩
の
好
み
の
色
と
、
自
分
の
好
み
の
色

に
多
少
の
違
い
が
出
て
き
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
そ
ん

な
に
大
き
な
違
い
は
な
い
で
す
け
ど
、
多
少
は
違
う

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
同
じ
演
目
で
も
一
回
目
と

十
回
目
と
で
は
全
然
違
っ
て
き
ま
す
。
一
回
目
で
は

気
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
十
回
目
で
よ
う
や
く
わ

か
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
。
本
当
に
経
験
で

す
ね
。

│
役
者
さ
ん
と
の
や
り
取
り
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
お
話
を
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

最
近
で
す
と
、
坂
東
玉
三
郎
さ
ん
の
お
仕
事
を
た

く
さ
ん
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
玉

三
郎
さ
ん
は
照
明
だ
け
で
は
な
く
、
音
、
衣
裳
、
美

術
、
道
具
と
す
べ
て
に
厳
し
い
方
で
す
。
そ
う
い
う

方
と
明
か
り
を
作
る
と
い
う
の
は
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
す
。
お
話
す
る
際
、
ど
う
や
ろ
う
か
と
考
え
る

平成21年7月・歌舞伎座公演『海神別荘』
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間
を
作
っ
て
は
ダ
メ
で
す
。ご
提
案
い
た
だ
い
た
ら「
わ

か
り
ま
し
た
、
で
は
こ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
で
や
っ
て

み
ま
し
ょ
う
」と
、
具
体
案
が
す
ぐ
に
出
る
よ
う
で
な

い
と
。
稽
古
前
の
明
か
り
合
わ
せ
で
迷
い
が
あ
る
場
合

は
、
二
、三
パ
タ
ー
ン
作
っ
て
お
く
ん
で
す
。
そ
う
す

れ
ば
、
Ａ
が
ダ
メ
な
ら
Ｂ
、
Ｂ
が
ダ
メ
な
ら
Ｃ
と
い
う

風
に
す
ぐ
に
次
を
提
案
で
き
ま
す
よ
ね
。
三
つ
も
用
意

し
て
お
け
ば
ど
れ
か
希
望
に
近
い
明
か
り
は
出
て
き
ま

す
か
ら
、
一
番
気
に
入
ら
れ
た
明
か
り
か
ら
微
調
整
し

て
い
け
ば
い
い
。
ご
本
人
を
前
に
こ
れ
か
ら
照
明
を
作

っ
て
み
ま
す
で
は
、
作
業
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で

す
。
何
し
ろ
歌
舞
伎
の
稽
古
は
短
い
で
す
か
ら
。
そ
れ

か
ら
照
明
は
道
具
方
と
の
打
ち
合
わ
せ
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
た
と
え
ば
踊
り
だ
と
、
振
付
の
お
師
匠
さ
ん
と

の
打
ち
合
わ
せ
も
大
切
で
す
。
ど
の
よ
う
に
動
く
の
か
、

振
付
に
ど
の
よ
う
な
狙
い
が
あ
る
の
か
を
理
解
し
な
い

と
、
役
者
さ
ん
を
美
し
く
み
せ
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

体
で
覚
え
る
リ
ズ
ム
と
間ま

│
歌
舞
伎
で
は
同
じ
演
目
が
何
度
も
演
じ
ら
れ
ま
す
が
、

や
は
り
回
数
を
経
る
こ
と
で
覚
え
て
い
く
こ
と
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

歌
舞
伎
役
者
さ
ん
は
同
じ
演
目
を
、
た
と
え
ば『
藤

娘
』を
何
回
も
踊
っ
て
そ
れ
を
よ
う
や
く
自
分
の
芸
に

す
る
。
歌
舞
伎
照
明
も
、
何
回
も
繰
り
返
す
こ
と
で
自

分
の
も
の
に
し
て
い
く
と
い
う
の
は
同
じ
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
き
っ
か
け
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を

覚
え
は
じ
め
る
と
面
白
く
な
っ
て
く
る
ん
で
す
。
い
わ

ゆ
る〝
間
の
取
り
方
〞で
す
ね
。
舞
台
一
面
真
っ
暗
な
と

こ
ろ
か
ら
次
の
瞬
間
に
パ
ッ
と
明
か
り
が
つ
く
こ
と
を
、

歌
舞
伎
で
は〝
チ
ョ
ン
パ
〞と
言
い
ま
す
。
ツ
ケ
打
ち
さ

ん
の「
チ
ョ
ン
」と
い
う
音
が
鳴
っ
た
と
き
に「
パ
ッ
」と

明
る
く
し
て
は
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
よ
く
な
い
ん
で
す
。

〝
チ
ョ
ン
パ
〞の
間
に
は
、「
ウ
ン
」と
い
う
間
が
入
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
。「
チ
ョ
ン
」と
鳴
っ
て「
ウ
ン
」と
ひ
と

呼
吸
置
い
て「
パ
ッ
」と
つ
く
。
そ
う
す
る
と
、
地じ
か
た方
さ

ん
の
呼
吸
と
も
合
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
三
味
線
の
間

の
取
り
方
に「
ウ
ン
」「
ヨ
ッ
」っ
て
い
う
の
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
と
同
じ
で
す
ね
。

│
本
当
に
リ
ズ
ム
で
す
ね
。

　

そ
う
、
リ
ズ
ム
で
す
。
時
々
、
自
分
が
三
味
線
を
演

奏
し
て
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
時
が
あ
り
ま
す
。
実

際
に
は
弾
け
な
い
ん
で
す
け
ど
ね（
笑
）。
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
照
明
が
タ
イ
ミ
ン
グ
を
あ
わ
せ

る
の
と
同
じ
な
ん
で
す
が
、
違
う
の
は
楽
譜
が
な
い
と

い
う
こ
と
。
我
々
に
あ
る
の
は
息
と
間
だ
け
な
ん
で
す
。

や
は
り
そ
う
い
う
こ
と
が
分
か
り
始
め
る
に
は
十
年
く

ら
い
は
か
か
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

│
よ
く
出
る
演
目
で
す
と
、
照
明
を
含
め「
待
っ
て
ま

し
た
」と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。

　

で
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
よ
く
ご
存
知
の
演
目
は
余
計

お
っ
か
な
い
ん
で
す
よ
。
た
と
え
ば
五
月
の
第
三
部
に

『
三
人
吉
三
巴
白
波
』の「
大
川
端
庚
申
塚
の
場
」が
出
ま

し
た
け
れ
ど
、
い
つ
月
を
出
す
か
と
い
う
き
っ
か
け
は
、

役
者
さ
ん
と
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
今
の
照
明

は
全
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
動
か
し
て
い
る
の
で
、
月

平
成
二
十
四
年
度　

助
成
金
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

い
け
だ
・
と
も
や

埼
玉
県
出
身
。
一
九
六
八
年
、
松
竹
株
式
会
社
に

入
社
。
歌
舞
伎
照
明
の
第
一
人
者
・
相
馬
清
恒
氏
に

師
事
。
九
七
年
、
歌
舞
伎
座 

照
明
主
任
と
な
り
、

照
明
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。
二
〇
〇
四
年
、
歌
舞

伎
座 

照
明
課
長
と
な
る
。
現
在
も
歌
舞
伎
の
照
明

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
。

九
二
年
、
第
八
回
舞
台
芸
術
家
組
合
賞
受
賞
。
照

明
プ
ラ
ン
を
担
当
し
た
主
な
作
品
に
、『
荒
川
の
佐

吉
』、『
女
殺
油
地
獄
』、『
江
戸
の
夕
映
え
』、『
怪
談
牡

丹
灯
籠
』、『
源
氏
物
語
』、『
元
禄
忠
臣
蔵 

御
浜
御
殿

綱
豊
卿
』、『
元
禄
忠
臣
蔵 

大
石
最
後
の
一
日
』、『
桜

姫
東
文
章
』、『
将
軍
江
戸
を
去
る
』、『
ぢ
い
さ
ん
ば

あ
さ
ん
』、『
天
守
物
語
』、『
ふ
る
あ
め
り
か
に
袖
は

ぬ
ら
さ
じ
』、『
名
月
八
幡
祭
』、『
頼
朝
の
死
』、『
竜
馬

が
ゆ
く
』ほ
か
多
数
。
古
典
か
ら
新
作
歌
舞
伎
ま
で

数
多
く
の
演
目
を
手
が
け
る
と
共
に
、
海
外
公
演

に
も
帯
同
し
、
歌
舞
伎
の
明
か
り
作
り
に
つ
と
め

て
い
る
。

の
で
し
ょ
う
。

　

僕
が
や
っ
て
き
た
よ
う
に
、
自
分
で
身
を
も
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
怖
が
ら
ず
に
体
験
し
て
い
け
ば
、
自

然
と
身
に
付
い
て
い
く
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
チ
ャ
ン
ス
を
い
か
に
僕
が
彼
ら

に
与
え
て
い
け
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い

う
場
を
与
え
る
と
い
う
の
は
、
こ
ち
ら
と
し
て
は
勇
気

の
い
る
こ
と
な
ん
で
す
。
で
も
そ
う
し
て
い
か
な
い
と

育
っ
て
い
か
な
い
。
僕
も
そ
う
い
っ
た
チ
ャ
ン
ス
を
先

輩
方
か
ら
い
た
だ
い
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
。
そ
れ
が

一
番
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
毎
月
、
歌
舞
伎
座
だ
け
で
は
な
く
歌
舞
伎
の
公

演
が
、
二
カ
所
、
三
カ
所
と
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
僕
は
ど
の
公
演
に
も
行
か
な
き
ゃ
い
け
な
い

の
で
す
が
、
体
は
ひ
と
つ
し
か
な
い
の
で
、
か
な
ら
ず

助
手
を
各
劇
場
に
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
各
人
に
と
っ

て
す
ご
く
勉
強
に
な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
僕
は
明
か
り
を
作
り
に
い
っ
て
、
出
来
上
が
れ

ば
次
の
劇
場
、
ま
た
明
か
り
を
作
っ
て
次
の
劇
場
と
い

う
や
り
方
を
し
て
ま
す
。
そ
う
す
る
と
助
手
は
一
人
で

そ
の
劇
場
に
残
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
僕
が
い
る
と
ど

う
し
て
も
頼
っ
て
し
ま
う
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
一
人

で
す
べ
て
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
い
い

勉
強
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

│
第
五
期
歌
舞
伎
座
は
、
百
年
劇
場
と
う
た
わ
れ
て
い

ま
す
。
歌
舞
伎
照
明
の
仕
事
を
続
け
て
い
る
中
で
持
ち

続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
信
念
と
は
。

　

大
そ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
、
今
ま
で
の

伝
統
を
崩
す
こ
と
な
く
守
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

が
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
タ
イ
ム
で
打
ち
込
む
わ
け
で
す
。

何
秒
で
上
ま
で
あ
げ
る
、
と
か
。
こ
れ
ま
で
手
動
で
や

っ
て
い
た
も
の
を
数
字
に
置
き
換
え
る
と
い
う
作
業
に

も
苦
労
し
ま
す
。
月
が
お
か
し
な
と
こ
ろ
で
出
て
き
て

し
ま
っ
た
ら
大
変
で
す
か
ら
ね
。

伝
統
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

│
若
い
方
に
は
ど
の
よ
う
に
技
術
を
伝
え
て
い
か
れ
る

平成21年7月・歌舞伎座公演『天守物語』

と
思
っ
て
い
ま
す
。
単
純
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

（
取
材
・
文
／
高
橋
涼
子
）

写
真
／
松
竹
株
式
会
社
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劇
場
の
震
災
体
験
及
び
対
策（
第
三
回
）

歌
舞
伎
座　

支
配
人　

船　

越　

直　

人

劇
場
の
震
災
対
策

　

平
成
二
十
二
年
四
月
の
公
演
を
最
後
に
第
四
期
歌

舞
伎
座
は
閉
館
、
三
年
弱
の
工
事
期
間
を
経
て
本
年
二

月
末
日
第
五
期
歌
舞
伎
座
な
ら
び
に
歌
舞
伎
座
タ
ワ
ー

は
無
事
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。
一
ヵ
月
弱
を
開
場
準
備

に
充
て
て
内
覧
会
・
開
場
式
・
古
式
顔
寄
せ
手
打
式
な
ど

諸
々
の
式
典
を
催
し
た
後
、「
新
開
場
柿
葺
落
四
月
大
歌

舞
伎
」を
皮
切
り
に
興
行
開
始
と
い
う
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

　

第
四
期
と
第
五
期
の
最
大
の
相
違
点
は
、
劇
場
内
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
バ
リ

ア
フ
リ
ー
を
実
現
し
た
こ
と
、
劇
場
の
上
部
下
部
に
劇

場
占
有
以
外
の
フ
ロ
ア
・
ス
ペ
ー
ス
を
配
置
し
て
、
観

劇
目
的
で
は
な
い
お
客
様
に
も
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ

け
る
高
い
公
共
性
を
持
た
せ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

従
っ
て
歌
舞
伎
座
は
、
東
京
メ
ト
ロ
・
都
営
浅
草
線

の
東
銀
座
駅
と
連
結
し
て
い
る
木
挽
町
広
場
や
劇
場
部

分
の
背
後
に
建
設
さ
れ
た
歌
舞
伎
座
タ
ワ
ー
な
ど
を
含

め
た
複
合
施
設
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ　

Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ａ
の

一
部
で
あ
る
と
い
う
事
が
出
来
ま

す
。
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ　

Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

Ｚ
Ａ
が
担
う
防
災
支
援
活
動
の
一
環

と
し
て
、
地
下
二
階
部
分
に
あ
た
る

木
挽
町
広
場
と
劇
場
内
の
一
階
か
ら

三
階
ま
で
の
客
席
部
分
を
使
用
し
て

約
三
、
〇
〇
〇
人
程
度
の
収
容
を
想

定
し
て
お
り
ま
す
。
災
害
が
発
生
し

た
時
に
帰
宅
が
困
難
な
状
況
に
な
る

方
々
を
対
象
と
し
て
、
①
非
常
用
ブ

ラ
ン
ケ
ッ
ト（
簡
易
毛
布
）②
非
常
用

飲
料
水
③
非
常
用
食
品
の
三
点
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
Ａ

Ｒ
Ｋ
Ⅲ
と
い
う
非
常
用
キ
ッ
ト
を
三
、
〇
〇
〇
名
分
、

さ
ら
に
食
料
と
し
て
大
塚
製
薬
の
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
を

同
じ
く
三
、
〇
〇
〇
食
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
大
地
震
な

五
代
目
歌
舞
伎
座
の
新
た
な
る
使
命

マンホール型簡易トイレ
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ど
の
災
害
救
助
活
動
に
お
い
て

「
七
十
二
時
間（
三
日
間
）を
過

ぎ
る
と
生
存
率
が
急
激
に
低
下

す
る
」と
言
わ
れ
て
い
る
事
を

鑑
み
た
数
量
を
確
保
し
ま
し
た
。

上
記
の
物
は
、
歌
舞
伎
座
の
従

業
員
用
と
し
て
配
備
し
て
い
る

非
常
用
物
品
と
は
別
に
確
保
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
木
挽
町
通

り
沿
い
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
設
置

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
場
の
ト

イ
レ
対
策
の
一
助
と
す
る
べ
く

マ
ン
ホ
ー
ル
型
簡
易
ト
イ
レ
六

基
を
配
備
し
ま
し
た
。

　

万
が
一
の
災
害
発
生
時
に
施

設
内
で
情
報
を
提
供
し
て
い
く

た
め
に
、
中
央
区
の
防
災
無
線

が
受
信
で
き
る
よ
う
に
設
備
が

整
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
中

央
区
の
運
営
す
る
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

で
の
災
害
情
報
提
供
の
手
段
は

停
電
時
で
あ
っ
て
も
非
常
用
の

電
源
を
稼
働
さ
せ
て
二
日
間
程

度
は
対
応
が
可
能
な
体
制
に
な

っ
て
い
ま
す
。
一
時
避
難
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
想
定
し
て

い
る
エ
リ
ア
は
、
例
え
停
電
が
発
生
し
た
場
合
で
も
同

じ
く
二
日
間
程
度
は
非
常
用
の
発
電
シ
ス
テ
ム
を
稼
働

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
地

下
二
階
の
木
挽
町
広
場
に
は
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
と
呼

ば
れ
る
一
角
に
大
型
テ
レ
ビ
を
設
置
し
て
お
り
、
地
上

波
テ
レ
ビ
で
の
情
報
提
供
も
可
能
な
設
え
に
い
た
し
ま

し
た
。

　

施
設
の
非
常
用
の
発
電
に
関
し
て
は
、
ソ
ー
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
も
含
ん
だ
上
で
組
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
建
物

共
用
部
と
一
時
避
難
場
所
を
三
日
間
に
わ
た
っ
て
使
用

で
き
る
状
態
に
す
る
能
力
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
二
日
の
劇
場
の
興
行
開
始
、
同
月
二
十
四
日

の
歌
舞
伎
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
屋
上
庭
園
を
は
じ
め
と

す
る
付
帯
施
設
の
オ
ー
プ
ン
と
全
て
の
施
設
が
稼
働
し

始
め
た
今
、
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ　

Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ａ
全
体

に
日
々
大
勢
の
お
客
様
が
足
を
運
ん
で
下
さ
り
、
賑
わ

い
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
注
目
度
の
高
さ
ゆ
え
に
な

お
さ
ら
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
歌
舞
伎
座
は
東
銀

座
と
い
う
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
し
て
情
報
収

集
・
発
信
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
担
っ
て
い
く
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
し
、
そ
れ
が
新
し
く
な
っ
た
歌
舞
伎

座
の
も
う
一
つ
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東銀座駅に直結している地下二階の木挽町広場
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劇
場
と
わ
た
し

　

昭
和
四
十
三
年
、
東
宝
㈱
演
劇
部
演
出
部
に
所
属

し
、
六
ヶ
月
間
の
研
修
ス
タ
ー
ト
は
、
東
京
宝
塚
劇
場

の
幕
内
見
習
い
で
し
た
。
誰
よ
り
も
早
く
出
勤
し
、
広

い
舞
台
面
を
モ
ッ
プ
で
磨
き
上
げ
、
公
演
中
は
裏
方
さ

ん
の
手
伝
い
、
終
演
後
、
無
人
の
舞
台
の
中
央
に
裸
電

球
の
常
夜
灯
ス
タ
ン
ド
を
置
い
て
一
日
が
終
り
ま
す
。

四
ヶ
月
目
か
ら
芸
術
座
、
5
ヶ
月
目
か
ら
帝
劇
へ
と
回

り
ま
し
た
。
舞
台
裏
で
働
く
多
勢
の
人
達
が
、
芝
居
づ

く
り
に
と
っ
て
、
い
か
に
重
要
な
役
割
を
背
負
っ
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
を
体
験
を
通
し
て
知
り
ま
し
た
。
以

来
、
演
出
部
と
し
て
商
業
演
劇
の
舞
台
づ
く
り
に
携
わ

っ
て
か
ら
四
十
五
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

私
の
実
家
は
、
土
佐
の
高
知
の
創
業
明
治
元
年
の
染

物
屋
で
す
。
四
代
目
の
兄
は
、
家
業
を
継
ぐ
為
に
祖
父

の
指
示
で
幼
い
時
か
ら
、
日
本
画
、
書
道
、
ピ
ア
ノ
、

長
唄
三
味
線
、
仕
舞
等
の
稽
古
ご
と
に
励
み
ま
し
た
。

一
方
、
弟
の
私
は
父
が
高
校
野
球
連
盟
の
四
国
の
役

員
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
野
球
に
明
け
暮
れ
て
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
祖
父
、
両
親
と
私
達
兄
弟
の
唯
一
の

共
通
点
は〝
芝
居
好
き
〞と
い
う
所
で
し
た
。
戦
前
、
二

世
中
村
鴈
治
郎
丈
が
巡
業
で
立
ち
寄
ら
れ
た
時
、
子

役
で
同
行
し
て
い
た
現
坂
田
藤
十
郎
丈
と
同
年
令
の
兄

は
、
二
人
で
縁
側
に
並
ん
で
講
談
社
の
絵
本
を
読
ん
だ

思
い
出
が
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
亡
き
父
の
十
八
番

は
勧
進
帖
の
弁
慶
で
し
た
。
陽
暉
樓
の
舞
台
な
ど
で
、

兄
の
滝
流
し
の
三
味
線
、
そ
し
て
父
の
飛
び
六
法
の
引

っ
込
み
に
、
宴
席
か
ら〝
土
佐
の
松
緑
！
〞弁
慶
橋
な
ら

ぬ〝
は
り
ま
や
橋
〞の
大
向
う
に
父
は
一
人
で
悦
に
入
っ

て
お
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
少
々
風
変
り
な
環
境
に

育
っ
た
私
が
、
は
じ
め
て
見
た
舞
台
は
、
兄
に
連
れ
ら

れ
て
行
っ
た
宝
塚
大
劇
場
の「
ホ
フ
マ
ン
物
語
」。
四
歳

の
私
が
憶
え
て
い
る
の
は
、
舞
台
一
面
に
広
が
っ
た
紗

幕
に
、
照
明
の
波
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
る
光
景
だ

け
で
す
。

　

高
校
に
入
っ
た
頃
、
映
画
館
と
は
ち
が
っ
て
生
身
の

俳
優
が
舞
台
で
演
じ
る
劇
場
の
臨
場
感
に
強
い
興
味
を

持
ち
は
じ
め
、
い
つ
し
か
野
球
は
趣
味
程
度
に
な
り
、

漠
然
と
演
劇
関
係
の
職
業
も
い
い
な
と
思
う
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
兄
と
一
緒
に
土
曜
日
の
夜
に
汽
船
で

神
戸
へ
向
い
、
日
曜
に
宝
塚
歌
劇
を
見
て
、
神
戸
か
ら

乗
船
、
月
曜
の
朝
、
高
知
港
の
岸
壁
で
母
が
制
服
と
カ

バ
ン
を
持
っ
て
ス
タ
ン
バ
イ
し
、
そ
の
ま
ま
登
校
と
い

う
離
れ
技
を
し
た
こ
と
も
何
度
か
あ
り
ま
す
。

　

大
学
は
東
宝
映
画「
阪
急
電
車
」に
出
て
く
る
宝
塚
近

く
の
関
西
学
院
に
進
み
ま
し
た
。
学
部
に
は
全
く
こ
だ

わ
ら
ず
、
劇
研
究
部
と
い
う
ク
ラ
ブ
に
入
部
す
る
こ
と

が
目
的
で
し
た
。
当
時
、
劇
研
は
創
部
五
十
年
程
で
、

高
木
史
郎
・
内
海
重
典
先
生
等
、
多
数
の
Ｏ
Ｂ
が
宝
塚

歌
劇
団
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

部
活
の
他
に
、
宝
塚
、
梅
コ
マ
、
新
歌
舞
伎
座
、
中
座
、

朝
日
座
、
梅
田
・
ナ
ン
バ
の
花
月
の
観
劇
と
芝
居
づ
け

神
が
宿
る
…
ま
さ
に
聖
地

東
宝
㈱　

演
出　

北　

村　

文　

典

劇
場
と

　

わ
た
し

　
　
　
　
（
第
三
回
）
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の
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
一
年
フ
ラ
ン
ス
・
ナ
ン
シ
ー
で
開
催
さ
れ

た
世
界
大
学
演
劇
祭
に
、
日
本
代
表
と
し
て
関
学
劇

研
が
選
出
さ
れ
、
約
一
ヶ
月
ベ
ル
ギ
ー
・
リ
ュ
ー
ジ
ュ

で
の
ミ
ニ
演
劇
祭
、
そ
し
て
二
十
二
ヶ
国
参
加
の
ナ

ン
シ
ー
国
立
劇
場
で
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
幸
運
に
も
、
ジ
ャ
ン
・
ル
イ
・
バ
ロ
ー
氏

等
の
選
考
に
よ
り
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
稀
有
な
出
来
事
も
あ
っ
て
、
卒
業
後
は
演
出
の

仕
事
を
職
業
に
と
決
意
し
、
梅
田
コ
マ
で
何
度
も
見

た
菊
田
一
夫
先
生
の
舞
台
に
あ
こ
が
れ
て
東
宝
の
門

を
叩
き
ま
し
た
。

　

菊
田
先
生
が
率
い
る
当
時
の
東
宝
演
劇
は
、
帝
劇
、

東
京
宝
塚
、
芸
術
座
、
日
劇
の
常
設
劇
場
を
中
心
に
、

歌
舞
伎
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
イ
・
喜
劇
・

歌
劇
レ
ビ
ュ
ー
等
が
演
目
に
並
び
、〝
演
劇
の
百
貨
店

〞と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
菊
田
先
生
の
助
手
に
つ
い

た
四
年
間
で
印
象
深
い
作
品
は
、「
桐
の
花
咲
く
」で
す
。

脚
本
の
遅
れ
も
あ
っ
て
稽
古
が
進
ま
ず
、
初
日
延
期
の

危
機
の
中
、
全
員
一
丸
と
な
っ
て
開
幕
し
お
客
様
の
大

拍
手
の
う
ち
に
感
動
の
幕
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。
怒
鳴

ら
れ
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
お
り
ま
す
と
、先
生
か
ら「
苦

労
を
か
け
た
」と
腕
時
計
を
頂
き
ま
し
た
。
先
生
に
申

し
分
け
な
い
気
持
ち
と
自
分
の
腑
甲
斐
な
さ
に
涙
が
こ

ぼ
れ
ま
し
た
。「
ど
ん
な
苦
境
に
な
っ
て
も
お
客
様
に
よ

い
芝
居
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
」の
教
え
は
今
も
重
く

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

菊
田
先
生
の
後
を
受
け
て
小
幡
欣
治
先
生
が
、
劇
団

東
宝
現
代
劇
を
中
心
に
人
情
味
あ
ふ
れ
る
作
風
で
昭
和

時
代
後
半
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
東
宝
演
劇
の
発
展
を

支
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
が
演
出
を
担
当
し
た「
横

浜
ど
ん
た
く
」「
桜
月
記
」は
大
好
き
な
舞
台
で
す
。

　

榎
本
滋
民
先
生
は
小
幡
先
生
と
同
世
代
の
脚
本
演

出
家
で
す
。
五
十
鈴
十
種
の
一
つ「
淀
ど
の
日
記
」の

成
功
か
ら
は
じ
ま
る
日
本
美
女
絵
巻
シ
リ
ー
ズ
十
二

作
は
、
お
堀
端
の
女
歌
舞
伎
と
評
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
十
種
の
中
で
も
別
格
は「
た
ぬ
き
・
立
花
家
橘
之
助
」

で
す
。
浮
世
節
の
弾
き
唄
い
は
プ
ロ
の
音
曲
師
以
上
、

落
語
や
寄
席
囃
子
の
太
鼓
で
は
咄
家
を
唸
ら
せ
、
義

太
夫
の
太
棹
は
玄
人
裸
足
。
榎
本
先
生
が
山
田
五
十

鈴
さ
ん
限
定
で
書
き
お
ろ
し
た
脚
本
に
山
田
さ
ん
は

忠
実
に
取
り
組
み
主
人
公
橘
之
助
に
魂
を
入
れ
た
迫

真
の
演
技
は
、
客
席
の
隅
々
に
ま
で
届
い
て
お
り
ま

し
た
。
亡
き
恩
師
榎
本
先
生
の
緻
密
に
構
築
さ
れ
た

脚
本
、
楷
書
正
攻
法
の
芝
居
づ
く
り
に
私
は
今
で
も

畏
敬
の
念
を
持
ち
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

三
木
の
り
平
師
か
ら
は
、
お
客
様
に
わ
か
り
や
す

く
、
笑
い
と
涙
で
心
に
響
く
芝
居
づ
く
り
を
教
わ
り

ま
し
た
。
名
コ
ン
ビ
の
小
野
田
勇
先
生
・
脚
本
の「
お
も

ろ
い
女
」「
雪
ま
ろ
げ
」シ
リ
ー
ズ
の
演
出
は
絶
品
で
す
。

ま
た
、「
放
浪
記
」の
潤
色
・
演
出
は「
放
浪
記
」に
普
遍
の

生
命
を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。
助
手
と
し
て
参
加
し
た

稽
古
中
に
、
メ
モ
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。
読
ん
で
み
る
と

〝
言
っ
て
聞
か
せ
て
、
さ
せ
て
見
せ
、
褒
め
て
や
ら
ね

ば
人
は
動
か
じ
〞山
本
五
十
六
海
軍
大
将
の
言
葉
で
し

た
。「
連
合
艦
隊
も
芝
居
づ
く
り
も
、
皆
ん
な
一
緒
、
な

あ
、
ブ
ン
テ
ン
！
」…
最
後
と
な
っ
た
二
千
回
記
念「
放

浪
記
」公
演
の
舞
台
稽
古
の
日
、
私
は
腕
に
菊
田
先
生

の
時
計
、
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
の
り
平
師
の
メ
モ
を
入
れ

て
、
演
出
席
に
座
り
舞
台
を
見
つ
め
ま
し
た
。

　

放
浪
記
の
森
光
子
さ
ん
は
、「
舞
台
は
一
期
一
会
」。

全
身
全
霊
を
込
め
て
演
じ
た
後
、
お
客
様
一
人
一
人
へ

向
っ
て
感
謝
の
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

山
田
五
十
鈴
さ
ん
は
、
ど
の
公
演
で
も「
ひ
た
す
ら　

ひ
た
む
き
」。
誰
れ
と
も
競
う
こ
と
な
く
、
与
え
ら
れ

た
役
の
こ
と
の
み
に
集
中
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た

芸
術
座「
晩
菊
」等
に
出
演
さ
れ
た
杉
村
春
子
さ
ん
は
、

「
一
番
偉
い
の
は
脚
本
家
で
し
ょ
、
真
っ
白
の
紙
に
字

を
書
く
の
、
そ
の
文
字
が
、
喋
っ
た
り
、
歩
い
た
り
す

る
の
よ
、
私
た
ち
文
字
が
な
か
っ
た
ら
、
お
芝
居
し
よ

う
た
っ
て
出
来
な
い
で
し
ょ
。」と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
そ
う
し
た
思
い
出
を
残
さ
れ
た
多
く
の
名
優
も
、

脚
本
演
出
の
先
人
も
黄
泉
へ
旅
立
た
れ
ま
し
た
。
私
は

そ
の
方
々
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
舞
台
の
表
と
裏
か
ら
同
じ
夢
を
追
い
か
け
た
こ
と
を

誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

劇
場
と
は
、
舞
台
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る『
実
は
虚
、

虚
は
実
な
り
』と
い
う
手
作
り
の
世
界
が
客
席
に
届
き
、

お
客
様
の
心
と
一
つ
に
な
っ
て
ふ
く
ら
ん
で
い
く
素

晴
ら
し
い
空
間
で
す
。
幼
い
時
に
あ
の「
ホ
フ
マ
ン
物

語
」を
見
て
い
な
か
っ
た
ら
、
今
の
自
分
は
果
し
て
ど

う
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
私
に
と
っ
て
劇
場
は
、

神
が
宿
る
崇
高
な
所
、
ま
さ
に
聖
地
と
思
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
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平
成
二
十
四
年
度
海
外
研
修
報
告

　

政
治
経
済
学
部
だ
っ
た
私
は
、秘
か
に
文
学
部
の「
日

本
近
代
演
劇
史
」の
授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
日
本
の
レ
ビ
ュ
ー
は
昭
和
二
年
岸
田
辰
彌
作「
モ

ン
パ
リ
」と
、
昭
和
五
年
白
井
鐵
造
作「
パ
リ
ゼ
ッ
ト
」

が
そ
の
起
源
で
あ
る
と
教
わ
り
ま
し
た
。
岸
田
・
白
井

両
氏
は
、
こ
の
作
品
を
作
る
前
に
欧
米
に
視
察
に
行
か

れ
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
レ
ビ
ュ
ー
を
学
ば
れ
た
そ
う
で

す
。

　

日
本
国
内
に
レ
ビ
ュ
ー
の
学
術
書
が
乏
し
い
中
で
、

「
レ
ビ
ュ
ー
と
は
何
か
」を
勉
強
し
た
い
と
思
い
、
一
日

だ
け
ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド
を
離
れ
パ
リ
へ
行
き
ま
し
た
。

本
来
で
し
た
ら
両
氏
が
特
に
学
ん
だ
と
さ
れ
る「
カ
ジ

ノ
・
ド
・
パ
リ
」に
行
く
べ
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
は
レ
ビ
ュ
ー
公
演
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
レ
ビ
ュ
ー

の
総
本
山
で
あ
る「
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュ
」を
訪
れ
ま
し

た
。
そ
の
報
告
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
興
行
面
に
つ
い
て
で
す
。
パ
リ
市
内
の
ホ
テ

ル
の
ほ
と
ん
ど
に
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュ
や
リ
ド
等
の
キ

ャ
バ
レ
ー
の
チ
ラ
シ
が
置
い
て
お
り
、
夜
の
観
光
場
所

が
極
端
に
少
な
い
パ
リ
市
内
に
お
い
て
、
キ
ャ
バ
レ
ー

は
重
要
な
観
光
拠
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
窺
い
知
れ

ま
し
た
。
実
在
す
る
パ
リ
の
キ
ャ
バ
レ
ー
の
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
映
画「
ク
レ
イ
ジ
ー
ホ
ー
ス
」を
研
修
前
に

見
ま
し
た
が
、
興
行
方
針
と
し
て
観
光
客
を
メ

イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
と
断
言
し
て
い

る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
重
要
な
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
観
光
客
を
据
え
て
い
る
点
は
、
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
や
ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド
な
ど
の
劇
場
街
に

共
通
し
て
い
る
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
チ
ケ
ッ
ト
予
約
は
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュ

日
本
法
人「
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュ
ジ
ャ
ポ
ン
」で

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
予
約
方
法
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
旅
行
代
理
店
や
オ
プ
シ

ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
代
行
店
で
可
能
で
し
た
。
観
劇

日
は
平
日
で
し
た
が
、
客
席
の
九
割
方
が
埋
ま

り
、
ツ
ア
ー
で
来
た
日
本
人
旅
行
客
も
三
〇
名

前
後
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
舞
台
内
容
に
つ
い
て
で
す
。
露
出
の
多

い
衣
装
を
着
用
し
、
欧
米
人
特
有
の
手
足
の
長

さ
を
生
か
し
た
ダ
ン
ス
は
、
只
々
美
し
い
と
し

か
表
現
で
き
ま
せ
ん
。
ダ
ン
サ
ー
の
技
術
力
が

高
く
、
ま
た
全
員
の
振
り
が
揃
っ
た
ダ
ン
ス
は

圧
巻
で
し
た
。
加
え
て
、
ダ
ン
サ
ー
の
身
長
が

す
べ
て
同
じ
で
あ
り
、
手
足
の
長
さ
、
腕
、
も

小　

松　

佳　

徳

平
成
二
十
四
年
度
海
外
研
修
報
告

松
竹
株
式
会
社　

南
座

監　

事　

室
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も
の
太
さ
ま
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
の
人

材
を
集
め
る
だ
け
で
も
相
当
な
労
力
と
費
用
を
要
す
る

こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
き
ま
し
た
。

　

宝
塚
歌
劇
団
も
Ｏ
Ｓ
Ｋ
も
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
お
い
て
の

基
本
的
な
流
れ
は
、
決
ま
り
ご
と
の
よ
う
な
要
素
が
強

い
と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュ
の
フ

ィ
ナ
ー
レ
も
、日
本
の
レ
ビ
ュ
ー
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
の「
決

ま
り
ご
と
」の
観
点
か
ら
見
る
と
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
ダ
ン

ス
の
特
徴
、
曲
の
テ
ン
ポ
、
衣
装
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
つ

　

岸
田
・
白
井
両
氏
が
パ
リ
視
察
に
よ
っ
て
生
み
出
し

た
レ
ビ
ュ
ー
が
、
今
や
大
き
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
事

実
に
立
ち
返
る
と
、
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュ
を
は
じ
め
と

す
る
パ
リ
の
レ
ビ
ュ
ー
が
日
本
の
レ
ビ
ュ
ー
の
源
流
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
な
く
、
そ
れ
を
肌
で
体
感
で

き
た
こ
と
に
よ
っ
て「
レ
ビ
ュ
ー
と
は
何
か
」と
い
う
私

の
問
い
に
答
え
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
日
本
演
劇
興
行
協
会
様
、
関
係
者
の
皆
様
に
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
す
ぐ
こ
の
研
修
で
得
た
こ

と
を
実
際
の
現
場
で
役
立
て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

近
い
将
来
必
ず
や
目
に
見
え
る
形
で
成
果
を
出
せ
る
よ

う
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
こ
の
度
は
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成24年度海外研修者名簿

会　社　名 役　　　　　職 氏　　　名

新橋演舞場 演劇興行部国内公演室 関　麻由子

新橋演舞場 宣伝部 鶴岡　菜野

帝国劇場 宣伝プロデューサー 洗　　秀樹

帝国劇場 制作 篠崎　勇己

シアタークリエ 演出助手 鈴木ひがし

シアタークリエ 演出助手 末永　陽一

御園座 制作部　ミキサー課　課長 大野　利典

御園座 制作部　ミキサー課 丸山　洋平

中日劇場 営業部 石田　彩子

中日劇場 営業部 服部　友美

新歌舞伎座 宣伝 星野　明子

新歌舞伎座 企画 瀧井富美子

大阪松竹座 関西演劇部　演劇製作室 石井　貴士

大阪松竹座 関西演劇部　演劇営業課 齋藤　公史

南座 監事室 小松　佳徳

な
ぎ
方
、
階
段
を
出
す
ま
で
の
一
連
の
流
れ
、
階
段
の

下
り
る
演
出
方
法
、
ト
ッ
プ
が
登
場
し
た
際
の
曲
や
照

明
の
変
化
な
ど
、
非
常
に
酷
似
し
て
い
ま
し
た
。
次
の

場
面
は
こ
う
な
る
で
あ
ろ
う
と
容
易
に
予
想
が
で
き
ま

し
た
し
、
実
際
予
想
通
り
の
舞
台
進
行
で
し
た
。

　

日
本
の
劇
場
と
比
べ
る
と
客
席
数
も
少
な
く
、
舞
台

面
も
広
く
な
い
の
が
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュ
で
す
が
、
そ

の
狭
い
空
間
を
包
み
込
む
圧
倒
的
な
美
し
さ
と
華
や
か

さ
、
躍
動
感
は
日
本
を
凌
ぐ
部
分
が
あ
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
で
す
が
、
観
客
を
感
動
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
へ
と

導
く
基
本
的
な
流
れ
は
パ
リ
も
日
本
も
同
じ
で
あ
り
、

「
レ
ビ
ュ
ー
を
見
た
」と
い
う
満
足
と
感
動
を
与
え
る
た

め
に
は「
舞
台
進
行
上
の
決
ま
り
」が
あ
る
こ
と
が
残
然

た
る
事
実
と
し
て
認
識
で
き
ま
し
た
。
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会社名 代　表　者　名 住　　　所

関　

東

株式会社イヤホンガイド 代表取締役社長　久門　　隆 104-0061　東京都中央区銀座3-14-1 銀座3丁目ビル5F

有限会社大久保化学工業 代 表 取 締 役　大久保政彦 103-0008　東京都中央区日本橋中洲4-15

株式会社コマ・スタジアム 代表取締役社長　大隈　　廣 160-0021　東京都新宿区歌舞伎町2-44-1 ハイジア9F

松竹株式会社 代表取締役社長　迫本　淳一 104-8422　東京都中央区銀座4-1-1

松竹衣裳株式会社 代表取締役社長　酒井　誠一 104-0041　東京都中央区新富2-2-8

株式会社ショウビズスタジオ 代表取締役社長　飯島　義裕 104-0061　東京都中央区銀座1-28-5

株式会社タカサゴ 代表取締役社長　新倉　康榮 171-0031　東京都豊島区目白1-1-1

東宝株式会社 代表取締役社長　島谷　能成 100-8415　東京都千代田区有楽町1-2-2

藤浪小道具株式会社 代表取締役社長　野村　哲朗 111-0032　東京都台東区浅草6-2-6

株式会社紅三 代表取締役社長　阿部　晋悟 130-0024　東京都墨田区菊川3-13-3 K'sビル2F

株式会社明治座 代表取締役社長　三田　芳裕 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-1

株式会社WOWOWコミュニケーションズ 代表取締役社長　井上陽二郎 220-8080　神奈川県横浜市みなとみらい3-3-1 三菱重工横浜ビル18F

中　

京

株式会社中日新聞社 代表取締役会長　白井　文吾 460-8511　愛知県名古屋市中区三の丸1-6-1

株式会社御園座 代表取締役社長　長谷川栄胤 460-8403　愛知県名古屋市中区栄1-6-14

関
西株式会社新歌舞伎座 代表取締役社長　川瀬　昌弘 543-0001　大阪府大阪市天王寺区上本町6-5-13

九
州株式会社博多座 代表取締役社長　芦塚日出美 812-8615　福岡県福岡市博多区下川端町2-1

会社名 代　表　者　名 住　　　所

関　

東

有限会社アトリエ・カオス 代 表 取 締 役　田中　義彦 156-0056　東京都世田谷区八幡山1-1-15

株式会社エス・ピー・ディ明治 代表取締役社長　井田　浩司 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-1 明治座アネックスビル

演舞場サービス株式会社 代表取締役社長　岡副　昭吾 104-0061　東京都中央区銀座6-18-2

株式会社歌舞伎座 代表取締役社長　大谷　信義 104-0061　東京都中央区銀座4-12-15

歌舞伎座舞台株式会社 代表取締役社長　荒牧大四郎 104-0061　東京都中央区銀座7-15-5 共同ビル4階

有限会社菊地商事 代 表 取 締 役　菊地　正夫 162-0834　東京都新宿区北町40番地

熊谷印刷株式会社 代表取締役社長　岡田　智夫 104-0045　東京都中央区築地3-3-12

株式会社三紫 代 表 取 締 役　小野　雅司 103-0008　東京都中央区日本橋中洲4-15-401

サンピアンかわさき 館　　　　　長　足立　公司 210-0011　神奈川県川崎市川崎区富士見2-5-2

新橋演舞場株式会社 代表取締役会長　岡副　昭吾 104-0061　東京都中央区銀座6-18-2

成旺印刷株式会社 取 締 役 社 長　佐々野昌男 105-0014　東京都港区芝2-1-28

（公社）日本演劇興行協会　法人会員名簿 平成25年6月現在（五十音順）

（公社）日本演劇興行協会　賛助会員名簿 平成25年6月現在（五十音順）
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株式会社総合医学社 代 表 取 締 役　渡辺　嘉之 101-0061　東京都千代田区三崎町1-1-4

東京帝国警備保障株式会社 代表取締役社長　島居　眞文 170-0005　東京都豊島区南大塚3-47-1 オーエスビル6F

東京パーキングシステムズ株式会社 取 締 役 社 長　中澤　　誠 108-0023　東京都港区芝浦4-3-4 田町きよたビル5F

株式会社東宝コスチューム 取 締 役 社 長　國井　祐嗣 151-0043　東京都渋谷区笹塚3-22-3

株式会社東宝サービスセンター 代表取締役社長　守屋　俊男 100-0006　東京都千代田区有楽町1-7-1 有楽町電気ビル

東宝舞台株式会社 代表取締役社長　島田　達也 339-0025　埼玉県さいたま市岩槻区釣上新田1048-1

東宝不動産株式会社 代表取締役社長　八馬　直佳 100-0006　東京都千代田区有楽町1-5-2

株式会社トーショー 代 表 取 締 役　岩田　敏雄 187-0004　東京都小平市天神町2-59-1

杜陵印刷株式会社 代表取締役社長　大野　志郎 104-0045　東京都中央区築地2-3-4築地第一長岡ビル9Ｆ

株式会社宝円堂 代 表 取 締 役　阿多　　亨 104-0041　東京都中央区新富1-5-5

有限会社ホー・ユー企画 代表取締役社長　宇佐美　肇 171-0021　東京都豊島区西池袋3-33-24-401

株式会社宮澤商店 取 締 役 社 長　宮澤　　武 111-0032　東京都台東区浅草6-5-1

明治座事業株式会社 代表取締役社長　三田　芳裕 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-3

明治座舞台株式会社 代表取締役社長　三田　芳裕 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-3

中　

京

鵜飼興業株式会社 代表取締役社長　神谷　武彦 460-0008　愛知県名古屋市中区栄2-1-1日土地名古屋ビル4F

有限会社藤井照明 取 締 役 社 長　藤井　幹伸 464-0075　愛知県名古屋市千種区内山3-1-15

株式会社山二製材所 代 表 取 締 役　児玉　正光 454-0012　愛知県名古屋市中川区尾頭橋通1-25

関　

西

株式会社関西再資源ネットワーク 代表取締役社長　福田　裕司 592-8331　大阪府堺市西区築港新町4丁2番5号

有限会社関西照明設備研究所 代 表 取 締 役　河本　康夫 552-0007　大阪府大阪市港区弁天3-15-9

佐川印刷株式会社 代 表 取 締 役　木下　宗昭 617-0003　京都府向日市森本町戌亥5-3

三精輸送機株式会社 代 表 取 締 役　中川　　実 564-0063　大阪府吹田市江坂町1-13-18

たつた舞台株式会社 代 表 取 締 役　立田　　豊 542-0071　大阪府大阪市中央区道頓掘1-9-19 大阪松竹座

野田福 代 表 取 締 役　野田　達子 560-0026　大阪府豊中市玉井町1-10-21

学校法人野辺野学園 理　　事　　長　山中　　理 514-1121　三重県津市久居二ノ町1855

株式会社プログレ 代表取締役社長　平田　紀男 530-0003　大阪府大阪市北区堂島2-1-27 桜橋千代田ビル

山田不動株式会社 代表取締役社長　山田　崇博 604-8414　京都府京都市中京区西ノ京小倉町22

会社名 代　表　者　名 住　　　所

公益財団法人都民劇場 理　　事　　長　糟谷　治男 104-8077　東京都中央区銀座5-1-7 数寄屋橋ビル6F

（公社）日本演劇興行協会　特別会員 平成25年6月現在

賛助会員名簿
会社名 代　表　者　名 住　　　所
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劇　場 経営法人 支配人 住　　　所 電　話 定員

東　

京

歌 舞 伎 座 松 竹 株 式 会 社 船越　直人 104-0061　東京都中央区銀座4-12-15 03-3545-6800 1,808

新 橋 演 舞 場 松 竹 株 式 会 社 荒井　康博 104-0061　東京都中央区銀座6-18-2 03-3541-2600 1,428

サンシャイン劇場 松 竹 株 式 会 社 170-8630　東京都豊島区東池袋3-1-4文化会舘 03-3987-5281 832

帝 国 劇 場 東 宝 株 式 会 社 阿部　聖彦 100-0005　東京都千代田区丸の内3-1-1 03-3213-7221 1,917

シアタークリエ 東 宝 株 式 会 社 芦山　典子 100-0006　東京都千代田区有楽町1-2-1 03-3591-2400 611

株 式 会 社 コ マ・ス タ ジ ア ム 104-0061　東京都中央区銀座5-6-12みゆきビル6階 03-6311-8722

明 治 座 株式会社明治座 野田　勇樹 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-1 03-3660-3939 1,368

中　

京

中 日 劇 場 株式会社中日新聞社 森　　茂樹 460-0008　愛知県名古屋市中区栄4-1-1中日ビル 052-263-7190 1,444

御 園 座 株式会社御園座 460-8403　愛知県名古屋市中区栄1-6-14 052-222-8210 1,656

関　

西

新 歌 舞 伎 座 株式会社新歌舞伎座 松本　　清 543-0001　大阪府大阪市天王寺区上本町6-5-13 06-7730-2121 1,453

大 阪 松 竹 座 松 竹 株 式 会 社 吉浦　高志 542-0071　大阪府大阪市中央区道頓掘1-9-19 06-6214-2211 1,033

南 座 松 竹 株 式 会 社 国越　稔弘 605-0075　京都府京都市東山区四条大橋東詰 075-561-1155 1,086

九
州博 多 座 株式会社博多座 原田　貞之 812-8615　福岡県福岡市博多区下川端町2-1 092-263-5858 1,490


